













※調査は 2019 年 3 月 6 日、市社会福祉協議会の笠木圭子(地域福祉課長代理・魚津市ボラ
ンティアセンター長)に対してヒアリングを行い、貴重な資料を提供していただいた。 
 
１ 魚津市の概要  
魚津市は富山県東部、富山市から東へ約 25km に位置する。市は富山湾に面する北西部に
旧市街が位置し、鉄道駅、商店街、市役所が所在しており、南東部に山間地が広がっている。
市域の約 70％が標高 200m 以上の急勾配な山地であり、台地から平坦地、海岸へとおだや
かな斜面を形成している。 
 魚津市の人口は、42,056 人(2019 年 3 月 1 日)、面積は 200.61km2 である。羽咋市と比較す





高齢者人口、高齢化率も上昇しつつあり、2018 年 4 月 1 日現在の高齢化率は 33.1%で、
富山県平均 31.6％より高くなっている。 
図表１ 魚津市と羽咋市の比較 
 羽咋市 魚津町 
人口 20,837 42,056 
面積 81.85 200.61 
人口密度 255 209 
小学校区 6 7 
















あった点である。4 万人の市の 13 地区という区域からみると、地区レベルでは「買い物難
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アンケート(送付数 1,531、回答数 951 で回収率は 62.1%)に基づき作成された意見、グラ





























 第 1 に、住民(代表)が地域の実情に即した取り組みを実施していること。 
 第 2 に、市社協と地区社協を中心に実施されていること。 








度津町などと比較すると少額(市の助成金は年間 25 万円、2016 年度より)である。  
買い物支援における、市社協と地区社協の関係は、市社協が事業のファシリテー

























 第 1 に、住民(代表)が地域の実情に即した取り組みを実施していること。 
 第 2 に、市社協と地区社協を中心に実施されていること。 








度津町などと比較すると少額(市の助成金は年間 25 万円、2016 年度より)である。  
買い物支援における、市社協と地区社協の関係は、市社協が事業のファシリテー
Ⅲ　地域福祉・コミュニティグループの調査・研究活動とその成果





３ 各地区の取り組み  
 以下、各地区社協の取り組みについて調査と提供資料により概要を紹介する。 
図表４ 買い物支援活動を行っている地区の概要 
地区名 大町 片貝 西布施 市全体 
人口 2,606 1,123 1,235 42,224 
行政区数 35 12 8 247 
世帯数 1,153 415 432 16,811 
年少率 5.5% 9.5% 8.5% 11.0% 
高齢化率 46.7% 37.5% 37.2% 33.1% 
民生委員児童委員数 11 5 5 121 
福祉推進員数 35 12 19 310 
65 歳以上一人暮らし高齢者数 213 52 4 1769 
75 歳以上高齢者のみ世帯の者 166 31 25 1434 




地、縦長の地形   
 
 ３－１ 大町地区・公民館での販売  
 大町地区は公民館などを活用し地域住民が市場を開催している。この地区は旧市街であ








街が開催している「持ちより市」の商品を開催前に販売するようになった。地元の 5 業者  
－  I 蒲鉾、S 商店(菓子卸)、H 会（野菜、惣菜、花）、O 商店(惣菜、豆腐、乾物)、
I 商店(干物) －  から持ち込まれたものが、陳列販売されている。世話役が仕入れ・検品か
ら精算・返品までを担当している。 
利用者のデータをみると、2017 年度は、のべ 1450 人であった。また事業の規模内容を知
る参考に財政データを見ると、「収入」は、市社協(市助成金 25 万円のうちから支出)からの
業務委託費 75,000 円、「支出」は、町内会会館使用料 45,000 円、灯油代他雑費 10,000
円、世話役ボランティアへの「謝礼」20,000 円となっている。  
 
３－２ 片貝地区の「注文式巡回販売」  
移動注文販売車による巡回販売を行っている。毎週水曜日 13:30 販売開始から、地区内の









利用者のデータをみると、2017 年度は、のべ 894 人(3 カ所合計)であった。財政をみる
と、「収入」は、市社協(市助成金 25 万円のうち)からの業務委託費 75,000 円、「支












利用者のデータをみると、2017 年度は、のべ 98 人であった。財政規模は、「収入」が、市
社協(市助成金 25 万円のうちから支出)から 90,000 円、自己資金 39,600 円（利用者は 1
往復 200 円負担)となり、「支出」が、タクシー会社への支払い 117,600 円(1 往復
9,800 円×12 回)、ボランティアへの謝金 12,000 円となっている。  
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